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区画の大きさ（ａ）

第１章水田の圃場区画と機械作業の能率

の程度を明らかにする．さらに稲作と組み合わせた場合

の作付規模について考察し，経営全体の視点から最適な

区画の大きさを明らかにする．序章で提示した「経営分

析の役割」から見れば，効率化のメカニズム解明は土地

改良主体に対しての基本的問題提示であり，経営全体の

視点からの区画の評価は具体的な対策の提示であるとい

える．

注１）例えば田畑(1995)は，零細分散錯圃解消のため

には，圃場区画の零細性の問題は圃場区画の拡大と

整形化が，圃場の分散と錯圃の問題については圃場

の団地化，地域での土地利用調整，地域での集団的

土地利用の追求が，指摘できるとしている．

第１節はじめに

水田農業においては，経営の大規模化による低コスト

化が課題であり，圃場の区画形状を拡げることで作業を

効率化させるという努力がなされてきた．圃場整側率業

においては，従来３０ａ区画を基本とした整備がなされ

てきたが，１９８０年代中頃以降は１ｈａを超える大区画

圃場も整備対象に位歴づけられ,近年,普及しつつある．

水田の大区画化による作業能率向上については，実測

調査によるもの（川崎ら1993)．シミュレーションによ

るもの（孤岡・小野，2001，平泉，1990）などで検討

されている．いずれも，各作業が大区画化によって効率

化される程度は明らかにしているものの，効率がどのよ

うなメカニズムによりどの程度規制されているかは明ら

かにしていない．富樫ら（1994）は，効率化の要因を

分析しているが，専ら作業速度と作業幅が「有効作業効

率」に与える影響に蒜目しており，区画の拡大がどのよ

うなメカニズムで作業の効率化をもたらすかは解明して

いない．また，川崎ら（1993）は作業効率から見た適

正区画規模を明らかにしているが，経営全体の視点から

は評価していない．一方，農業経営研究からのアプロー

チでは，面積の拡大とともに不可避的に起きる、場数増

加や分散化の克服のために圃場区画の拡大や集団的土地

利用の追求などが指摘されてきた遠')．この問題を数丑

的にとらえた研究（鶴岡，2001）では，水稲作付面積

の拡大に対しては圃場整備水準,通作距離,圃場の連担，

団地の順に影響力が大きいことを明らかにしたが，最適

な圃場区画には言及していない．

そこで，本章では，小麦作および大豆作において，区

画の拡大が作業を効率化させるメカニズムを解明し，そ

第２節圃塙区画形状と作集時間

１．圃場区画の拡大と固場作集量

２００１年に千葉県農業総合研究センター復藍'水田圃場で

行った大豆と小麦の播種および収穫作業について農作業

試験方法（農作業試験方法編集委員会，1987）にした

がってタイムスタディを行い，そのデータを用いて圃場

の畦畔沿いの長さを100ｍに固定し，農道沿いの長さ

を２０ｍから350ｍまで５ｍごとに変動させ，区画の大

きさ別の各作業の圃場作業盆（時間当たり作業面積）を

求めた．畦畔沿いを100ｍとしたのは，近年における

圃場整伽では農道・小排水路間の距離が100ｍである

ものが大部分である傍3)ことと，千葉県内の一部に見ら

れる地下水位の高い地帯などでは，距離が長くなると暗

渠排水の勾配が取れなくなるなどの問題があるため，

100ｍとするのが最も現実的であると考えたからである

､』)．また，調査対象作業を播種および収穫にしたのは，

これらの作業が規模の規制要因になると考えられたから

０４

０３

２０

圃
場
作
業
量
（
ａ
へ
時
）

鴻
如
５

圃
場
作
業
量
（
ａ
へ
時
）

図１－１区画の大きさと圃場作業錘（播種作業）
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櫛田：農業経営分析の実践性に関する研究
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区画の大きさ(a）
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図１－２区画の大きさと圃場作業鉦（収穫作業）
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